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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

３年９月期 18,767 19.3 △347 － △351 － △1,155 －

２年９月期 15,728 △14.6 △1,627 － △1,782 － △2,136 －

（注）包括利益 ３年９月期 △1,043百万円 （－％） ２年９月期 △1,904百万円（－％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％
３年９月期 △89.19 － △43.9 △2.3 △1.8
２年９月期 △165.29 － △44.9 △11.5 △10.3

（参考）持分法投資損益 ３年９月期 －百万円 ２年９月期 △142百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
３年９月期 14,622 3,983 12.4 139.36

２年９月期 16,064 5,524 21.5 266.65

（参考）自己資本 ３年９月期 1,808百万円 ２年９月期 3,453百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円
３年９月期 1,987 △651 △1,752 3,427
２年９月期 △3,491 △404 2,987 3,841

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

２年９月期 － 25.00 － 20.00 45.00 582 － 12.2

３年９月期 － 20.00 － 20.00 40.00 518 － 19.7

４年９月期（予想） － 0.00 － 20.00 20.00 152.7

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通期 19,000 1.2 300 － 300 － 170 － 13.10

１．令和３年９月期の連結業績（令和２年10月１日～令和３年９月30日）

（注）潜在株式調整後１当たり当期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり当期純損失金額である
ため記載しておりません。

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

３．令和４年９月期の連結業績予想（令和３年10月１日～令和４年９月30日）

（注）第２四半期（累計）の業績予想は行っておりません。詳細は４ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通
し」をご覧ください。なお、１株当たり当期純利益の予想数値につきましては、令和３年９月期の期末発行済株式数（自
己株式控除後）を使用して算出しております。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） ３年９月期 13,439,140株 ２年９月期 13,413,640株
②  期末自己株式数 ３年９月期 460,881株 ２年９月期 463,501株
③  期中平均株式数 ３年９月期 12,956,176株 ２年９月期 12,925,744株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

３年９月期 10,065 △1.4 △110 － △832 － △1,070 －

２年９月期 10,206 △6.2 1,059 243.8 2,485 477.8 1,673 574.3

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

３年９月期 △82.61 －

２年９月期 129.45 126.64

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

３年９月期 11,224 3,405 30.3 262.04

２年９月期 13,352 4,973 37.2 383.63

（参考）自己資本 ３年９月期 3,400百万円 ２年９月期 4,968百万円

※  注記事項
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要
１．令和３年９月期の個別業績（令和２年10月１日～令和３年９月30日）

（注）当期の潜在株式調整後１当たり当期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり当期純損失金額
であるため記載しておりません。

（２）個別財政状態

※　個別経営成績及び個別財政状態の令和２年９月期の数値につきましては、修正後の数値を記載しております。
※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての
注意事項等については、添付資料４ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

　当連結会計年度における我が国の経済は、新型コロナウイルス感染症の流行が長期化している影響を受け、経済

活動の制限や個人消費の低迷により企業収益が悪化する等厳しい状況となりました。政府による感染拡大防止策や

ワクチン接種の促進により持ち直しの動きが期待されるものの、依然として新型コロナウイルス感染症の収束時期

は見通しが立っておらず先行き不透明な状況が続いております。GDP伸び率は、令和３年４月～６月に前年同月比

0.5％増となりました。消費者物価指数（生鮮食品除く）は、前年同月比△1.0％～0.1％の間で推移しておりま

す。

　このような状況の下、「ネクシィーズ・ゼロ事業」「電力小売事業」「電子メディア事業」の３事業を展開して

おります。当連結会計年度においては、コロナ禍のニーズに合わせて柔軟に対応し、withコロナ関連商材の提供や

EC関連の支援に注力し、業績が大幅な改善傾向にありました。しかしながら一方で、「電力小売事業」において、

令和２年10月から令和３年３月に電力卸売市場の電力仕入価格が急激に高騰したことで大幅に原価が増加いたしま

した。

　これらの結果、売上高18,767百万円（前年同期比19.3％増）、営業損失347百万円（前年同期営業損失1,627百万

円）、経常損失351百万円（前年同期経常損失1,782百万円）となり、親会社株主に帰属する当期純損失は1,155百

万円（前年同期親会社株主に帰属する当期純損失2,136百万円）となりました。

　当連結会計年度における報告セグメントの概況は次のとおりであります。

なお、当連結会計年度より、報告セグメントとして記載する事業セグメントを変更しており、比較・分析は変更後

のセグメント区分に基づき記載しております。

［ネクシィーズ・ゼロ事業］

　ネクシィーズ・ゼロ事業では、設置工事費用を含めた初期投資オールゼロで、顧客に最新の省エネルギー設備等

を導入できる「ネクシィーズ・ゼロシリーズ（以下、「ネクシィーズ・ゼロ」）」の提供、利用者獲得業務及び省

エネルギー設備等の販売を行っております。

　当連結会計年度においては、新型コロナウイルス感染症の感染者数の増加、一部地域において再びの緊急事態宣

言やまん延防止等重点措置の発令により、先行き不透明感の高まりがあったことから設備投資を手控える動きも一

部で見られました。一方で、業務用冷蔵庫や業務用空調設備の売上が堅調に推移したほか、光触媒空間除菌脱臭機

を中心にwithコロナ関連商材が好調に推移いたしました。令和３年４月には新入社員が入社し営業人員が増加して

おり、各種研修や先輩社員との同行を行い早期の戦力化を図ってまいりました。

　これらの結果、ネクシィーズ・ゼロ事業は、売上高13,937百万円（前年同期比18.9％増）、セグメント利益533

百万円（前年同期セグメント損失1,006百万円）となりました。

［電力小売事業］

　電力小売事業では、電力小売「ネクシィーズ電力」の提供を行っております。

　当連結会計年度においては、「ネクシィーズ・ゼロ」のLED照明や空調等の商材の提案と同時に「ネクシィーズ

電力」を提案することで、効率的な営業活動を行ってまいりました。電力契約件数については、引き続き増加いた

しました。電力仕入価格は安定して推移し下半期は収益が回復しましたが、第２四半期連結累計期間に急激な電力

仕入の高騰がありました。

　これらの結果、電力小売事業は、売上高1,870百万円（前年同期比15.1％増）、セグメント損失432百万円（前年

同期セグメント利益247百万円）となりました。

［電子メディア事業］

　電子メディア事業では、企業プロモーション支援を目的として、インターネットを主とした各種サービスを提供

しております。

　当連結会計年度においては、電子雑誌業務の主力電子雑誌である「旅色」において、コロナ禍での外出自粛の影

響により注目が高まっているお取り寄せ特集記事の広告掲載数増加や自治体からの広告売上が増加し好調に推移い

たしました。新型コロナウイルス感染症の影響を受けていた宿泊施設、飲食店などの広告掲載数も徐々に回復傾向

にあります。ソリューション業務においても、ECサイト利用の需要増加を背景に「ECサポートサービス」や「ブラ

ンジスタ物流」の売上が好調に推移いたしました。

　これらの結果、電子メディア事業は、売上高3,125百万円（前年同期比24.6％増）、セグメント利益289百万円

（前年同期セグメント損失78百万円）となりました。
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（２）当期の財政状態の概況

　当連結会計年度末の総資産は14,622百万円となり、前連結会計年度末に比べて1,441百万円の減少となりまし

た。

①　資産の状況

（流動資産）

　流動資産は10,920百万円となり、前連結会計年度末に比べて1,075百万円の減少となりました。これは主に、商

品が54百万円、未収入金が36百万円増加した一方で、未収法人税等が516百万円、現金及び預金が414百万円、受取

手形及び売掛金が107百万円減少したことによるものであります。

（固定資産）

　固定資産は3,701百万円となり、前連結会計年度末に比べて366百万円の減少となりました。これは主に、敷金及

び保証金が105百万円増加した一方で、繰延税金資産が442百万円減少したことによるものであります。

②　負債の状況

（流動負債）

　流動負債は7,485百万円となり、前連結会計年度末に比べて1,897百万円の増加となりました。これは主に、返済

により１年内返済予定の長期借入金が100百万円減少した一方で、短期借入金が750百万円、解約調整引当金が516

百万円、買掛金が210百万円増加したことによるものであります。

（固定負債）

　固定負債は3,153百万円となり、前連結会計年度末に比べて1,798百万円の減少となりました。これは主に資金の

借入により長期借入金（１年内返済予定を除く）が1,836百万円減少したことによるものであります。

③　純資産の状況

　当連結会計年度末の純資産合計は3,983百万円となり、前連結会計年度末に比べて1,541百万円の減少となりまし

た。主な内訳は、新株予約権の行使による新株式発行により資本金が9百万円、資本剰余金が9百万円増加した一方

で、剰余金の配当や親会社株主に帰属する当期純損失を計上したこと等により利益剰余金が1,670百万円減少した

ことによるものであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下、「資金」）の期末残高は3,427百万円となり、前連結会計

年度末残高3,841百万円と比べて414百万円の減少となりました。当連結会計年度における各キャッシュ・フローの

状況とそれらの増減要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は1,987百万円（前年同期は3,491百万円の支出）となりました。これは主に、税金

等調整前当期純損失386百万円、たな卸資産の増加額54百万円、立替金の増加額54百万円があった一方で、解約調

整引当金の増加額516百万円、未払消費税等の増加額487百万円、法人税等の還付額487百万円があったことによる

ものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は651百万円（前年同期は404百万円の支出）となりました。これは主に、敷金及び

保証金の回収による収入が43百万円あった一方で、敷金及び保証金の差入による支出194百万円、投資有価証券の

取得による支出79百万円、有形固定資産の取得による支出42百万円がそれぞれあったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は1,752百万円（前年同期は2,987百万円の収入）となりました。これは主に、短期

借入金の純増加額750百万円があった一方で、長期借入金の返済による支出1,936百万円、配当金の支払額516百万

円があったことによるものであります。
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（４）今後の見通し

　次期の見通しにつきましては、以下のとおりです。

［ネクシィーズ・ゼロ事業］

　新型コロナウイルス感染症はワクチンの普及により感染者数が減少しているものの、いまだ予断を許さない状況

にあります。一方で、長期にわたって感染者数の減少が続き経済環境が改善に向かった場合、Withコロナ商材か

ら、LED照明、業務用冷蔵庫、空調等の設備投資へと徐々に需要が変化していくものと予想されます。

　当社では、状況に応じて主力商材を切り替えていくことで収益の最大化を図ってまいります。また、地方銀行と

の提携強化や営業拠点と人員の拡充による販売網の強化を進めてまいります。

　その他、令和３年８月より情報通信技術（ICT）を活用した「スマート農業」を含めた様々な農業設備の取扱い

を開始しております。今後も新たな商材や市場の開拓を進めてまいります。

［電力小売事業］

　電力小売事業につきましては、安定した需要と継続的な収入が見込まれます。一方で、当連結会計年度（令和３

年９月期）において電力仕入価格の異常な高騰がありました。政府や電力業界ではこうした状況の回避に向けた各

種対応や規制整備を進めておりますが、当社グループでも固定価格での相対取引の仕入活用や、保険会社を通じた

気候変動への対応、顧客との規約の見直しを進め、電力仕入価格の高騰リスク回避に努めてまいります。

　なお、令和４年９月期より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号）等が適用となります。これに

より、従来売上高として計上していた再生可能エネルギー発電促進賦課金収入が計上されなくなります。一方で同

額営業費用が計上されなくなるため、損益に与える影響はございません。

［電子メディア事業］

　電子雑誌業務につきましては、主力電子雑誌である「旅色」のお取り寄せ特集を中心とした電子雑誌のへの広告

掲載や自治体からの広告に加えて、観光・外食需要の回復による宿泊施設及び飲食店からの広告営業にも注力して

まいります。

　ソリューション業務については、ECサイト利用者の需要増加を背景に、主力サービスである「ECサポートサービ

ス」の業務受託に注力してまいります。

　なお、「収益認識に関する会計基準」等の適用により、これまで広告掲載の一時点で収益を認識していた電子雑

誌の広告売上が、契約期間に応じて一定の期間にわたり収益を認識することとなります。

　これにより、売上高が一時的に低下いたしますが、契約期間を通して見た場合、変化はございません。

　次期においては、ネクシィーズ・ゼロ事業、電力小売事業、電子メディア事業の各事業において新型コロナウイ

ルス感染症の影響が一定程度引き続くものの、徐々に回復に向かうと見込んでおります。

令和４年９月期 通期連結業績見通し （令和３年10月１日～令和４年９月30日）

　売上高 　19,000百万円

　営業利益 　 300百万円

　経常利益 　 300百万円

　親会社株主に帰属する当期純利益　 170百万円

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、会計基準につきましては日

本基準を適用しております。なお、IFRS（国際財務報告基準）の適用につきましては、国内外の情勢を考慮の上、

適切に対応していく方針であります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(令和２年９月30日)

当連結会計年度
(令和３年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,841 3,427

受取手形及び売掛金 3,567 3,460

リース債権 3,152 3,158

商品 468 522

未収入金 135 172

前払費用 222 206

その他 1,021 394

貸倒引当金 △414 △422

流動資産合計 11,996 10,920

固定資産

有形固定資産

建物 1,312 1,326

減価償却累計額 △250 △286

建物（純額） 1,061 1,039

工具、器具及び備品 862 870

減価償却累計額 △731 △757

工具、器具及び備品（純額） 131 112

その他 52 42

減価償却累計額 △32 △31

その他（純額） 20 10

有形固定資産合計 1,213 1,163

無形固定資産

のれん 9 1

ソフトウエア 70 73

無形固定資産合計 79 75

投資その他の資産

投資有価証券 869 890

敷金及び保証金 514 620

破産更生債権等 820 824

繰延税金資産 873 431

その他 520 530

貸倒引当金 △824 △834

投資その他の資産合計 2,774 2,463

固定資産合計 4,067 3,701

資産合計 16,064 14,622

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(令和２年９月30日)

当連結会計年度
(令和３年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,042 1,253

短期借入金 450 1,200

１年内返済予定の長期借入金 1,936 1,836

未払金 370 409

未払法人税等 66 210

解約調整引当金 1,028 1,545

賞与引当金 301 316

その他 390 712

流動負債合計 5,587 7,485

固定負債

長期借入金 4,707 2,870

リース債務 45 12

その他 199 270

固定負債合計 4,951 3,153

負債合計 10,539 10,638

純資産の部

株主資本

資本金 1,189 1,198

資本剰余金 － 9

利益剰余金 2,977 1,307

自己株式 △904 △899

株主資本合計 3,262 1,616

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 190 191

為替換算調整勘定 △0 1

その他の包括利益累計額合計 190 192

新株予約権 6 6

非支配株主持分 2,065 2,168

純資産合計 5,524 3,983

負債純資産合計 16,064 14,622

- 6 -

株式会社ネクシィーズグループ（4346）　令和３年９月期　決算短信



（単位：百万円）

 前連結会計年度
(自　令和元年10月１日

　至　令和２年９月30日)

 当連結会計年度
(自　令和２年10月１日

　至　令和３年９月30日)

売上高 15,728 18,767

売上原価 8,147 10,023

売上総利益 7,580 8,744

販売費及び一般管理費 9,208 9,091

営業損失（△） △1,627 △347

営業外収益

受取利息 9 0

投資有価証券売却益 3 －

貸倒引当金戻入額 － 5

償却債権取立益 － 4

還付加算金 4 3

還付金収入 － 4

受取給付金 4 6

雇用調整助成金 9 3

その他 8 13

営業外収益合計 38 41

営業外費用

支払利息 22 36

投資有価証券評価損 12 －

持分法による投資損失 142 －

貸倒引当金繰入額 11 2

支払手数料 3 2

その他 0 5

営業外費用合計 193 46

経常損失（△） △1,782 △351

特別利益

投資有価証券売却益 100 －

特別利益合計 100 －

特別損失

減損損失 172 －

投資有価証券評価損 41 19

関係会社株式評価損 15 15

その他 11 －

特別損失合計 242 35

税金等調整前当期純損失（△） △1,924 △386

法人税、住民税及び事業税 112 217

法人税等調整額 59 442

法人税等合計 172 659

当期純損失（△） △2,096 △1,046

非支配株主に帰属する当期純利益 39 109

親会社株主に帰属する当期純損失（△） △2,136 △1,155

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：百万円）

 前連結会計年度
(自　令和元年10月１日

　至　令和２年９月30日)

 当連結会計年度
(自　令和２年10月１日

　至　令和３年９月30日)

当期純損失（△） △2,096 △1,046

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 191 0

為替換算調整勘定 0 2

その他の包括利益合計 192 2

包括利益 △1,904 △1,043

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △1,944 △1,153

非支配株主に係る包括利益 40 110

（連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,189 － 5,902 △1,021 6,070

当期変動額

剰余金の配当 △581 △581

親会社株主に帰属する当期純損
失（△）

△2,136 △2,136

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 △70 117 46

持分法の適用範囲の変動 △96 △96

利益剰余金から資本剰余金への振
替

38 △38 －

非支配株主との取引に係る親会
社の持分変動

△38 △38

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

当期変動額合計 － － △2,924 116 △2,807

当期末残高 1,189 － 2,977 △904 3,262

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計
その他有価証券
評価差額金

為替換算調整勘
定

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 △0 △0 △1 6 2,109 8,185

当期変動額

剰余金の配当 △581

親会社株主に帰属する当期純損
失（△）

△2,136

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 46

持分法の適用範囲の変動 △96

利益剰余金から資本剰余金への振
替

－

非支配株主との取引に係る親会
社の持分変動

△38

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

191 0 191 △0 △44 146

当期変動額合計 191 0 191 △0 △44 △2,660

当期末残高 190 △0 190 6 2,065 5,524

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　令和元年10月１日　至　令和２年９月30日）
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（単位：百万円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,189 － 2,977 △904 3,262

当期変動額

新株の発行（新株予約権の行使） 9 9 18

剰余金の配当 △518 △518

親会社株主に帰属する当期純損
失（△）

△1,155 △1,155

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 △3 6 2

非支配株主との取引に係る親会
社の持分変動

△0 △0

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

0 6 6

当期変動額合計 9 9 △1,670 5 △1,646

当期末残高 1,198 9 1,307 △899 1,616

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計
その他有価証券
評価差額金

為替換算調整勘
定

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 190 △0 190 6 2,065 5,524

当期変動額

新株の発行（新株予約権の行使） 18

剰余金の配当 △518

親会社株主に帰属する当期純損
失（△）

△1,155

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 2

非支配株主との取引に係る親会
社の持分変動

△0

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

0 1 1 △0 103 111

当期変動額合計 0 1 1 △0 103 △1,541

当期末残高 191 1 192 6 2,168 3,983

当連結会計年度（自　令和２年10月１日　至　令和３年９月30日）
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（単位：百万円）

 前連結会計年度
(自　令和元年10月１日

　至　令和２年９月30日)

 当連結会計年度
(自　令和２年10月１日

　至　令和３年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純損失（△） △1,924 △386

減価償却費及びその他の償却費 107 132

減損損失 172 －

のれん償却額 44 7

解約調整引当金の増減額（△は減少） 736 516

賞与引当金の増減額（△は減少） △26 14

貸倒引当金の増減額（△は減少） 837 17

受取利息及び受取配当金 △10 △2

支払利息 22 36

持分法による投資損益（△は益） 142 －

投資有価証券売却損益（△は益） △103 －

投資有価証券評価損益（△は益） 53 19

関係会社株式評価損益（△は益） 15 15

売上債権の増減額（△は増加） △448 107

リース債権の増減額（△は増加） △1,226 △5

たな卸資産の増減額（△は増加） △218 △54

立替金の増減額（△は増加） 104 △54

仕入債務の増減額（△は減少） △500 210

未払消費税等の増減額（△は減少） △266 487

預り金の増減額（△は減少） 67 5

その他 △659 549

小計 △3,079 1,618

利息及び配当金の受取額 11 2

利息の支払額 △22 △36

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △401 403

営業活動によるキャッシュ・フロー △3,491 1,987

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △315 △79

投資有価証券の売却による収入 123 0

有形固定資産の取得による支出 △154 △42

無形固定資産の取得による支出 △20 △35

敷金及び保証金の差入による支出 △124 △194

敷金及び保証金の回収による収入 103 43

その他 △16 △342

投資活動によるキャッシュ・フロー △404 △651

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（単位：百万円）

 前連結会計年度
(自　令和元年10月１日

　至　令和２年９月30日)

 当連結会計年度
(自　令和２年10月１日

　至　令和３年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △280 750

長期借入れによる収入 5,100 －

長期借入金の返済による支出 △1,121 △1,936

非支配株主からの払込みによる収入 61 －

配当金の支払額 △580 △516

自己株式の取得による支出 △0 △0

自己株式の処分による収入 45 1

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出
△185 －

その他 △52 △50

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,987 △1,752

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △907 △414

現金及び現金同等物の期首残高 4,738 3,841

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 10 －

現金及び現金同等物の期末残高 3,841 3,427
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（表示方法の変更）

　前連結会計年度において、従来「流動負債」の「業績連動賞与引当金」と表示していた科目名称を、直近の状況

を鑑み、より実態に即した明瞭な表示とするために、当第３四半期連結会計期間より「賞与引当金」に変更してお

ります。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

（追加情報）

（連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用）

　当社及び一部の連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」（令和２年法律第８号）において創設さ

れたグループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行に合わせて単体納税制度の見直しが行われた項目

については、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実務対

応報告第39号　令和２年３月31日）第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第28号　平成30年２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額につ

いて、改正前の税法の規定に基づいております。
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報告セグメント 属するサービスの内容 主要な事業会社

ネクシィーズ・ゼロ事業

初期投資ゼロの省エネルギー設備等導入サービス「ネク

シィーズ・ゼロ」の提供、利用者獲得業務及び省エネル

ギー設備等の販売

㈱ネクシィーズグループ

㈱ネクシィーズ

㈱ネクシィーズ・ゼロ

電力小売事業 電力小売「ネクシィーズ電力」の提供 ㈱ネクシィーズ・ゼロ

電子メディア事業

電子雑誌の広告掲載及び制作受託

製品・サービスの販売促進、ノウハウや技術の提供、

コンサルティング業務

ウェブメディア運営

㈱ブランジスタ

㈱ブランジスタメディア

㈱ブランジスタソリューション

博設技股份有限公司

㈱CrowdLab

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１　報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

　当社は、セグメント商品・サービスの内容の類似性等を考慮して報告セグメントを区分しており、「ネ

クシィーズ・ゼロ事業」「電力小売事業」「電子メディア事業」の３つを報告セグメントとしておりま

す。

　なお、各報告セグメントの事業内容は以下の通りであります。

（注）当社グループは、「ネクシィーズ・ゼロ事業」に含まれる「電力小売事業」について量的な重要性が増してきた

ことから、各事業の収益を明確化するため、事業ポートフォリオの変化等を踏まえた経営管理手法の見直しを実

施しております。これに伴い、当連結会計年度より、報告セグメントを従来の「ネクシィーズ・ゼロ事業」及び

「電子メディア事業」の２区分から、「ネクシィーズ・ゼロ事業」、「電力小売事業」及び「電子メディア事

業」の３区分に変更しております。

　このため、前連結会計年度のセグメント損益につきましても、変更後の区分方法により作成しております。

２　報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法

　事業セグメントの利益は営業利益をベースとした数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高

は市場実勢価格に基づいております。

なお、直近の状況を鑑みて、従来は各報告セグメントに配分していなかった人件費を、各報告セグメン

トの営業費用に含めて記載しております。
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（単位：百万円）

報告セグメント

合計
調整額

（注）１、２

連結財務
諸表計上額
（注）３

ネクシィー
ズ・ゼロ

事業
電力小売事業

電子メディア
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 11,594 1,624 2,509 15,728 15,728 － 15,728

セグメント間の内部売上高又

は振替高
128 － － 128 128 △128 －

計 11,722 1,624 2,509 15,857 15,857 △128 15,728

セグメント利益又は損失（△） △1,006 247 △78 △838 △838 △788 △1,627

セグメント資産 6,562 428 3,811 10,802 10,802 5,261 16,064

その他の項目

減価償却費 33 10 21 66 66 40 107

減損損失 2 － 170 172 172 － 172

有形固定資産及び無形固定資

産の増加額
27 － 29 56 56 81 137

（単位：百万円）

報告セグメント

合計
調整額

（注）１、２

連結財務
諸表計上額
（注）３

ネクシィー
ズ・ゼロ

事業
電力小売事業

電子メディア
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 13,771 1,870 3,125 18,767 18,767 － 18,767

セグメント間の内部売上高又

は振替高
165 － － 165 165 △165 －

計 13,937 1,870 3,125 18,933 18,933 △165 18,767

セグメント利益又は損失（△） 533 △432 289 390 390 △737 △347

セグメント資産 6,254 531 3,739 10,524 10,524 4,097 14,622

その他の項目

減価償却費 40 12 25 77 77 53 131

有形固定資産及び無形固定資

産の増加額
110 13 34 157 157 19 177

３　報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自　令和元年10月１日　至　令和２年９月30日）

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△1,126百万円には、各報告セグメントに配分していない全社収益

及び全社費用が含まれております。

なお、全社収益は、主に連結子会社からの管理業務受託料であり、全社費用は主に報告セグメントに帰属し

ない持株会社運営に係る費用及び各報告セグメントに配分していない人件費等であります。

２．セグメント資産の調整額5,261百万円には全社資産4,786百万円が含まれており、その主なものは親会社での

余資運用資金（現金）、長期投資資金（投資有価証券）及び管理部門に係る資産等であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

当連結会計年度（自　令和２年10月１日　至　令和３年９月30日）

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△1,158百万円には、各報告セグメントに配分していない全社収益

及び全社費用が含まれております。

なお、全社収益は、主に連結子会社からの管理業務受託料であり、全社費用は主に報告セグメントに帰属し

ない持株会社運営に係る費用及び各報告セグメントに配分していない人件費等であります。

２．セグメント資産の調整額4,097百万円には全社資産4,128百万円が含まれており、その主なものは親会社での

余資運用資金（現金）、長期投資資金（投資有価証券）及び管理部門に係る資産等であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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前連結会計年度
（自　令和元年10月１日

至　令和２年９月30日）

当連結会計年度
（自　令和２年10月１日

至　令和３年９月30日）

１株当たり純資産額 266.65円 １株当たり純資産額 139.36円

１株当たり当期純損失金額（△） △165.29円 １株当たり当期純損失金額（△） △89.19円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 －円 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 －円

前連結会計年度
（自　令和元年10月１日

至　令和２年９月30日）

当連結会計年度
（自　令和２年10月１日

至　令和３年９月30日）

１株当たり当期純損失金額

親会社株主に帰属する当期純損失（百万円） △2,136 △1,155

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純損

失（百万円）
△2,136 △1,155

普通株式の期中平均株式数（株） 12,925,744 12,956,176

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益調整額

（百万円）
－ －

（うち連結子会社の潜在株式による調整額）

（百万円）
（－） （－）

普通株式増加数（株） － －

（うち新株予約権（株）） （－） （－）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり当期純利益金額の算定に含めなかった潜在

株式の概要

（連結子会社）

株式会社ブランジスタ

新株予約権５種類（普通株式　

551,700株）

株式会社ネクシィーズ・ワン

（注）２

新株予約権２種類（普通株式　

2,531株）

転換社債型新株予約権付社債　

３種類（普通株式　2,711株）

（連結子会社）

株式会社ブランジスタ

新株予約権５種類（普通株式　

551,700株）

株式会社ネクシィーズ東日本

（注）２

新株予約権２種類（普通株式　

2,531株）

転換社債型新株予約権付社債　

３種類（普通株式　2,711株）

（１株当たり情報）

（注）１．連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当た

り当期純損失金額であるため記載しておりません。

２．１株当たり当期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

（注）１．連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり

当期純損失金額であるため記載しておりません。

２．令和３年８月に商号変更しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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